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市民が主役!! 議会
4 月 30 日昼夜 2 回市役所にて開催しました。延べ 39 人の市民が参加され、各常任
委員会から３月定例会で議決された議案審査の経過を報告したのち、内容の質問のほかに、
普段から感じている疑問や要望をお聞きしました。
その要旨をご紹介します。なお、当日ご回答できなかった内容についても、あわせて掲載
します。

議長あいさつ
第 5回安曇野市議会報告会には、
多くの皆さんにご参加いただき、
建設的なご意見やご要望をいた
だき、厚く御礼申し上げます。
これらの内容は、議会として真

し ん し

摯
に受け止め、各委員会で検討
させていただきました。また、
重要案件は、政策討論会を開催
して執行部への政策提言に結び
付けていく所存です。これから
も、より市民に寄り添った議会
活動を目指し、ステップアップ
して参りますので、よろしくお願い
申し上げます。

将来負担とならないよう財政状況をチェックしながら、子育て等の
支援には力を入れていきたい。また、若い人の雇用の場の確保
など課題が多い。市が進めている「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に沿い、
議会としても政策提案ができるよう長期的に取り組みたい。

現在、友好都市との連携提携書には、観光の分野においても特
性を活かしながら交流することがうたわれている。今後
も、さらに友好都市との連携を図っていくよう、行政に働きかけていく。

市の財政状況も考慮し、正規・非正規雇用の効率的な
バランスがとれた保育行政が進められるよう配慮していきたい。

個々の議員や会派単位での広報活動は行っている。また、自らの研
けんさん

鑽
に努め、議会内の討論を重ねる中で資質を高めたい。

高齢者が施設へ足を運ぶための手段を真剣に考えてもらいたい。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

安曇野市はなぜ人口を増やせないのか。また、少子化対策
にもっと熱を入れてもらいたい。

保育士を非正規雇用にして人件費を削っている。削られた予算
を議決している議会は問題だ。

選挙で送り出した市議会議員には、意見をどんどん言ってもらいたい。

６月には市において「安曇野市地域公共交通網形成計画」
が示される。この計画内容をチェックし、今後に生かしていきたい。

友好都市に「ほりでーゆ～」「ファインビュー室山」を売り込み、観光
協定を結ぶよう行政に言い続けているが、取り合ってもらえない。
議会で行政を動かしてほしい。

特集

熱心に発言する参加者

「かがやく安
あ づ み の じ ん

曇野人 !」
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参加者アンケート

報告会
以前、安曇追分駅と有明駅の駐輪場に屋根を設置する陳情を採択したが、いまだに工事の
気配がない。実現まで責任を持って関係各部署に働きかけてもらいたい。

陳情は継続審査が 3回続くと審査未了で廃案となってしまうが、県議会では何度
でも審査を繰り返しているようだ。改善してもらいたい。

安全・安心パトロールに係る交付金は、各区一律 8万1,900円だが、
区の世帯数に関わらず一律の金額になっている根拠と、予算審議の内容を知りたい。

人口が減ると市税収も減ると考えると、公債費の増加が不安だ。特に福祉に
は177億円投入されているのが気がかりだ。

三郷西部認定こども園について、議会の中ではどんな議論がされたのか。

平成 25 年のビジョン策定時から 5年が経過し、策定時にはなかった山岳観光も
含めた新たなステージの展開も考えられる。今後は、定期的にビジョンを
検証し、計画の見直しをしていくよう要望した。

次回の報告会にも
参加したいですか？

議会だよりを
読んでいますか？
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問

問

問

問

問
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答

答

答

答

降雨時の利用者は、晴天時に比べかなり少なくなる傾向にある。JR利用者の利便性向上のために、市内にある
11駅全ての実態を把握し、年次計画を立てて計画的に執行するよう要望した。

また、シェアサイクル※　　　でのサイクルポートも、駅周辺に将来的には設置していく予定もあるので、
あわせて検討していくよう要望した。

県や周辺自治体の様子も研究しながら、陳情や請願の扱いも含め、議会運営
委員会において検討を始めた。

予算説明会では、区の安全協会や防犯組合への交付金は今年度より一括交付と
なったと説明を受けたが、この件に関しては特に議論されなかった。今後は予算・
決算の審査を通じて事業の有効性等を検証していく。

民生費の 129 億 9,200 万円の大半は、国・県等からの交付金でまかなっている。

福祉の充実は重要な課題である。効率的な予算執行を行政に求めている。

安曇野市観光ビジョンに議会としてどう取り組んでいくのか。

認定こども園の統廃合や民営化について、丁寧な説明と市民を交えた
議論を深めるよう行政に強く求めた。

どちらとも
いえない
42％

参加したい

58％

参加したい

58％

毎回
読んでいる
53.3％

毎回
読んでいる
53.3％

よく
読んでいる
26.7％

時々
読んでいる
16.7％

読んでいない
3.3％

　ページへ8
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平成 30 年  6 月定例会
6 月定例会で審議した結果です

議会だより第 50号 (5 月 2日発行 ) ９頁「一般会計予算の使い道」の掲載内容に誤りがありました。
農業・商工業・観光振興・労働などに　【誤】37,900 円 → 【正】37,800 円　お詫びして訂正いたします。

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
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彦
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明
博
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德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

議　案
第57号
修正案

「臼井吉見文学館条例の一部を改正する条例」に
対する修正案 ６／26 否決 × ○ × × × ○ × × × × × × × × ○ × × × × × × 議

議　案
第57号 臼井吉見文学館条例の一部を改正する条例 ６／26 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた議案等）
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

4 号 平成29年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書について

受理

5号 平成29年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書について

6号 平成29年度安曇野市水道事業会計予算繰越計算書について

7号 平成29年度安曇野市水道事業会計継続費繰越計算書について

8号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（水路敷内樹木の幹折損事故に関すること）

9号 債権放棄の報告について（公共施設目的外（自動販売機）使用料
に係る債権）

10号 債権放棄の報告について（庁舎飲料類自動販売機電気料に
係る債権）

11号 債権放棄の報告について（水道料金に係る債権）

12号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市税条例等の
一部を改正する条例）

承認

13号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市国民健康
保険税条例の一部を改正する条例）

14号 専決処分の承認を求めることについて（平成 29年度安曇野
市一般会計補正予算（専決第３号））

15号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度安曇野市
国民健康保険特別会計補正予算（専決第１号））

16号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度安曇野市
後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第１号））

17号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度安曇野市
介護保険特別会計補正予算（専決第１号））

18号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度安曇野市
観光宿泊施設特別会計補正予算（専決第１号））

      建設・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

64 号 市道の認定について
原案
可決

65号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（公園事故に
関すること）

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

53号 安曇野市税条例の一部を改正する条例

原案
可決

54号 安曇野市廃棄物の適正処理等及び生活環境の保全に
関する条例の一部を改正する条例

60号 平成 30 年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）

62号 市有財産の処分について（大門公民館）

63号 損害賠償の額を定めることについて（自動車事故に関すること）

67号 安曇野市消防団車両購入に係る売買契約について

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

55 号 安曇野市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例

原案
可決56号 安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例

61号 平成 30年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第１号）

      教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

57 号 臼井吉見文学館条例の一部を改正する条例

原案
可決58号 安曇野市博物館条例の一部を改正する条例

59号 安曇野市三郷図書館建設事業基金条例を廃止する条例

      修正案
件　　　　　　　名 結果

「議案第57号　臼井吉見文学館条例の一部を改正する条例」に対する
修正案 否決

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

3 号 長野県池田工業高校への支援に関する陳情書
継続
審査

4号 家庭教育支援法の制定を求める意見書提出の陳情

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

66号 安曇野市農業委員会委員の任命について 同意

議案名
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保育園や小・中学校の入学式、卒業式には、議員が地元だけでなく広く市内の
学校等に行った方がいいと思うがどうか。

分譲地に敷
ふ せ つ

設される下水道管工事費用を不動産屋が負担するのは
理不尽ではないか。議会で取り上げ議論してほしい。

住宅購入費の助成は、過疎地域に住もうとする人にこそ必要ではないか。市街地より周辺の活性化を図ると
いう視点で審議してほしい。

高校の統廃合は、中信地区では、松本工業・南安曇農業・穂高商業・池田工業等が統廃合の危機にある。
少子化の影響はあるが、子供たちの育成のために残していけるよう、市議会としても県へ要望してほしい。

各地域とのつながりもあることから、教育委員会や議会事務局とも相談していき
たい。

現行制度では、開発業者（申請者）の負担となっているが、すでに下水道に接続
している人との公平性の観点からやむを得ないと思われる。また、現行制度に
おいては受益者負担金を減免する制度があり、負担軽減を図っている。

拠点地域等住宅購入助成費用は、市の将来のあり方に誘導するための制度なので、現行制度を維持しながら、田園
環境区域で農業を希望する移住者に関しては、担当課に新たな補助制度や施策の検討を要望したい。

学校の状況は様々だと感じているが、市内の高校の存続については、働きかけを強めていきたい。

その他、市長や行政への要望を紹介します。
・「安曇野市 暮らしのガイドブック」に交通安全に関する記述を入れ、一人暮らしの高齢者に確実に届けてほしい。
・県の次世代サポート課の婚活支援事業から撤退したことを疑問に思う。婚活支援に注力してほしい。
・福祉施設である長峰荘の運営を赤字ということで判断せず、改修したうえで存続させてほしい。
・交通手段を充実させれば、長峰荘の利用者は増えるはず。閉館の議論はそのあとにしてもらいたい。
・農業用水路にフタをして、自転車や歩行者が通行できるようにしてほしい。
・来年度開催の「緑化フェア」を単なるイベントとして終わらせず、屋敷林の保護や指定木の管理につなげてほしい。
・東京五輪カヌー競技のホストタウン計画を地元の人たちにも任せてもらいたい。

問

問

問

問

答

答

答

答

ふるさと納税による収入を増やすための議論をしてもらいたい。

 市の財政（人件費の削減、借入金等）に関する市議会の認識は。

議会報告会の広報が不十分ではないか。  配布資料の工夫を望む。

問

問

問 問

答

答

答 答

総務省から返礼品の額について3割を超えないことや、地元農産物に限る等の通達
はあったが、議会としては現行の市の取り組みを後押ししていきたい。

予算・決算の審査並びに財政計画・人員適正化計画など、議案審査や一般質問を通じてチェックしていく。

開催時期を早めに決め、議会だより、ホームページ、
マスコミ等を通じて大勢の人に参加を呼びかけて
いく。

写真やグラフを取り入れて、わかりやすい資料と
なるよう努力する。

特集 市民が主役!!  議会報告会
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議案第60号
平成30年度安曇野市一般会計補正予算（第1号）

県の元気づくり支援金を受け、観光協会が実施。
観光客の２次交通としてシェアサイクルを走らせます。

①シェアサイクル事業　50万円

②「子育てと教育を考える首長の会研究会」の開催
　　　　　　　　　　　50万円

③穂高南小の耐震補強工事　5,515万 6千円

可　決

可　決

条例
改正

議案第53号
安曇野市税条例の一部を改正する条例
生産性向上特別措置法の制定に伴い、市の税条例を変更します。

この条例改正は市内企業にとって有益なものになるのか。

生産性向上のための設備投資をする市内中小企業、小規模事業者は、該当の償却資産の固定
資産税をゼロとする特例を受けることができる。

問
答

6月定例会で
補正予算
審議

道路整備が不十分な中で、事業を始める意味は何か。また、民間業者を圧
迫しないのか。

この研究会がなぜ安曇野で開催されるのか。また、本市の自然保育の普及
やアピールをどう進めるのか。

市の観光は日帰り客が８割。２次交通を拡充し、安曇野の魅力を体感する
滞在周遊型観光メニューとして、シェアサイクル事業の実証実験をするため
に導入する。また、既存レンタサイクル事業者も計画の段階から先進地視察
に同行するなど検討してきた。その後も連携を深める。

今回のテーマは自然保育。当市は信州やまほいく制度を県内でいち早く取り
入れ、公立認定こども園全園で認定を受け積極的に取り組んでいる。また、
特化型を実践する民間事業者もあり、県から開催の打診があった。研究会の
開催により、全国の自治体に本市の取り組みを紹介することで、関心を持って
もらえる。一般公開のプログラムもあるので、市民にもPRする。

問

問

答

答

耐震化の再診断及び追加補修に係る経費の増額

公立認定こども園全園でも取り組む
自然保育

平成 30 年 6 月定例会が
6月３日から26日まで開催
され、平成 30 年度補正
予算を含む議案16件（修正
案 1 件含む）、陳情 2 件
を審議しました。
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平成 30 年  6 月定例会

可　決

否　決

条例
改正

議員発議
による
修正案

議案第57号
臼井吉見文学館条例の一部を改正する条例
指定管理制度による民間運営から、新しく始まる文書館と合わせて市の直営になります。

猪狩 久美子　安曇野市を代表する作家臼井吉見を顕彰する文学館。一般市民や市外からの
来訪者のために土日開館が基本。土曜日に入館できないのでは、安曇野市のおもてなしの
心が疑われる。

井出 勝正　全国の臼井吉見文学を愛していこうとする人たちや、土日を使っての旅行者に、
文学館を利用できるようにしたい。

山田 幸与　これまでに審議会や教育委員会で十分な審議検討を行った結果として提案された
ものである。隣接の文書館と一体管理することで施設利用料が無料となる等、サービスも向
上する。このため、休日を合わせる必要があり、利用者への周知で対応可能と考える。

遠藤 武文　土曜日でも来場者実数はそれほど多くなく、臼井吉見文学館は観光施設として十
分な実績を上げていない。市の文化振興をどうすべきかを考えれば、今は文書館に一体的
に管理を委ね、いずれ新市立博物館に統合し、臼井吉見を顕彰するという理念を守り続け
ることが最善。

松枝 　功　運営の合理化と利用者の利便、どちらを大切にするのか悩ましいが、先人たち
の顕彰を短中期的には文書館で、長期的には博物館でしようとする市の戦略は理解でき、当面
は現場がやりやすい体制となるように応援したい。

臼井 泰彦　議案第 57 号の条例改正では、休館日を文書館に合わせて土曜日と休日として
いるが、土曜日の入館者が一番多く、休日と合わせると全入館者の３分の 1になる。休館日
を市の他の博物館や美術館等に合わせて、土曜日と休日を開館とする案である。

臼井吉見文学館を直営に

反対の意見

反対の意見

文書館と文学館は性質がちがう。一緒にして運営できるのか。実際に来館者があった場合は
どうなるのか。

文書館の業務として先人の顕
けんしょう

彰を行う予定。臼井吉見についても同様に行う。また、文書館
には学芸員が配置され、今までできなかった学芸活動も期待できる。２つの館の持つ機能を
有効に活用する。来館者はインターフォンを鳴らすと、文書館の職員が開場して案内する。

問

答

賛成の意見

賛成の意見

臼井吉見の顕彰を

決まりました 主な議案等を紹介します
・全議案の審議の結果
　　   →５ページ
・議案ごとの賛否
　　   →５ページ 参照

提案説明

現在の休館日は、
月曜日（祝日の場合
はその翌日）および
12月28日から1月
4 日までですが、
条例改正により、
平成31年4月1日
からは、土曜日と
祝日および 12 月
29日から1月3日
までとなります。

条例改正による
休館日の変更

反対の意見
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福祉教育委員会では、付託された平成 30年度安曇野市一般会計
補正予算（第 1 号）を含む議案７件と陳情２件を、６月 20 日
に審査しました。

議案名や本会議での議決結果等→

福祉
教育

臼井吉見文学館

池田工業高校

教育における家庭の果たす役割と責任についての啓発などが主旨の「家庭教育
支援法」制定のための意見書を、国に提出してほしいという陳情。

議案第 57号
臼井吉見文学館条例の一部を改正する条例

陳情第３号
長野県池田工業高校への支援に関する陳情

陳情第４号
家庭教育支援法の制定を求める意見書提出の陳情

・池田工業高校は地域のものづくり活性化のためにも大切な高校だが、
具体的にどのような支援が必要なのかがわからない。

・少子時代の到来で、高校再編は市内の４高校にも大きな課題である。
池田工業高校も含め、バランス良い支援が必要だと考え、さらに
詳しく研究する必要がある。

・陳情の趣旨は理想だと感じるが、家庭教育の充実にはお金をかけさえすればよいのか疑問で
ある。

・現状では、制定を求める法律について、その骨子、内容が具体的に理解できず、時間をかけて
研究するべきではないか。

猪狩 久美子　独自調査では、文学館の入館者の約３分の１が土曜日
と祝祭日に来館していて、市内の他の美術館、資料館等は月曜日が休
館日となっている。遠方からの来館者を考え、土曜日を閉館すると定
めたこの条例には反対する。

中村 今朝子　休館日の変更については周知が必要だが、文学館を指定
管理から直営にすることでのメリットは大きいと認識し、この条例
改正には賛成する。

反対の意見

これまで指定管理によって管理されていた臼井吉見文学館について、平成31年度
から市教育委員会の直営とし、隣接する文書館と一括で管理運営することになります。

ものづくり人材を養成する池田工業高校への支援と、当該高校を後押しする団体への
協力を求める陳情。

賛成の意見

意見として

意見として

ページ・

ページへ

5
6
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総務
環境

経済建設委員会では、付託された平成 30 年度安曇野市一般会計
補正予算（第 1号）を含む議案 3件を、6月 21 日に審査しました。

議案名や本会議での議決結果等→
経済
建設

総務環境委員会では、付託された平成 30 年度安曇野市一般
会計補正予算（第 1号）を含む議案 5件を、6月 19 日に審査
しました。

議案名や本会議での議決結果等→

常任委員会報告

安曇野市税条例の一部を改正する条例

議案第54号
安曇野市廃棄物の適正処理及び生活環境の保全に関する条例の
一部を改正する条例

今まで剪
せ ん て い し

定枝などは、適正に切って縛
しば

って出していたが、変わるのか。また、廃材などにくぎ等が混ざっ
ている場合が考えられるがチェックはされるのか。

先端設備の内容は？

持ち込む場合は、袋に入れる必要はなくなる。ひも等で縛っていただくか箱などに入れ、ばらけないよう
に出してもらえばいい。鉄類などの不純物はできる限り除去してもらうが、限界はある。選別はするが、
チェックする人的措置は行う。

生産効率、エネルギー効率、精度その他の生産性の向上に資する指数が年平均1％以上向上すること等が
条件で、機械および装置、器具および備品のほかに、工具、建物の付属設備、ソフトウェアも含まれる。

問

問

答

答

生産性向上が見込める先端設備を導入した中小企業に対し、向こう3年間当該
固定資産税が減免されます。

野焼きの抑制やごみの減量化のため、木くずおよび木質系粗大ごみの受け入れ
を豊科リサイクルセンターで 10月 1日から開始します。

議案第53号

新規事業　シェアサイクル※
自転車置き場を設置し、必要な時に自転車が借りられ、自由に返却できるシステム
です。８月上旬から実証実験を開始する予定です。

議案第 60号
平成 30 年度安曇野市一般会計補正予算（第 1号）

※シェアサイクル…複数のサイクルポート（自転車置き場）を設置し、必要な時に必要な
タイミングで自転車が借りられ、返却できるシステム。

ページ・

ページへ

5
7

ページ・

ページへ

5
7
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

　
問 

移
住
定
住
の
促
進
に
は
企
業
誘
致
が
必

要
だ
。
市
は
地
域
未
来
投
資
促
進
法
を

活
用
す
る
方
向
で
国
の
同
意
を
受
け
た
。

民
間
と
行
政
の
役
割
は
ど
う
か
。

商
工 

市
が
地
主
や
進
出
予
定
企
業
の
仲
介
役

と
な
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
庁
内
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
検

討
し
て
い
く
。

　
問 

官
民
一
体
と
な
っ
て
企
業
誘
致
を
し
て

移
住
定
住
者
を
増
や
し
、
よ
り
よ
い
安

曇
野
市
に
な
る
こ
と
を
願
う
が
。

市
長 

自
然
環
境
を
活
か
し
な
が
ら
、
田
園
産

業
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
。

　
問 

長
峰
荘
の
指
定
管
理
が
１
年
間
延
長
さ

れ
、
説
明
会
が
５
月
20
日
か
ら
始
ま
っ

た
。
廃
止
あ
り
き
の
説
明
会
で
は
納
得

で
き
な
い
が
、
見
解
は
。

市
長 

長
峰
荘
の
経
営
状
況
や
市
の
財
政
面
と

公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
踏
ま
え
、
持

ち
続
け
る
難
し
さ
を
説
明
し
つ
つ
、
廃

止
あ
り
き
で
は
な
く
、
譲
渡
と
い
う
道

も
あ
る
。

　
問 

長
峰
荘
は
元
々
福
祉
施
設
の
位
置
付
け

だ
っ
た
が
、
条
例
改
正
で
廃
止
し
や
す

い
宿
泊
施
設
に
位
置
付
け
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
条
例
を
元
に
戻
し
、
福
祉
施

設
の
部
分
は
合
併
特
例
債
と
補
助
金
を

模
索
し
て
建
て
替
え
、
宿
泊
の
部
分
は

民
間
の
力
を
借
り
れ
ば
、
市
に
負
担
を

か
け
る
こ
と
な
く
運
営
で
き
る
方
法
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長 

明
科
地
域
に
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も

あ
る
の
で
、
再
配
置
の
視
点
か
ら
も
条

例
を
戻
す
と
い
う
の
は
困
難
で
あ
る
。

譲
渡
に
つ
い
て
は
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
、
市
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

長峰荘から見た景色

移
住
定
住
促
進
の
た
め
の

行
政
の
役
割

清政会
宮下 明博

　
問 

本
市
で
も
平
成
30
年
度
に
初
め
て
待
機

児
童
が
出
た
。
安
曇
野
で
子
育
て
を
考

え
て
い
た
人
へ
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
へ
の
影
響
も
大
き
い

問
題
で
あ
る
。
待
機
児
童
に
対
す
る
認

識
を
伺
う
。

市
長 

待
機
児
童
が
出
た
こ
と
は
非
常
に
残
念

に
思
う
。
民
間
活
力
を
導
入
し
て
、
３

歳
未
満
児
が
利
用
で
き
る
施
設
整
備
を

進
め
て
き
た
が
、
利
用
希
望
者
の
急
増

に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。

　
問 

潜
在
的
待
機
児
童
へ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

福
祉 

平
成
28
年
度
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
29
年

度
は
27
人
、
30
年
度
は
77
人
と
な
っ
て

い
る
。
３
歳
未
満
児
の
保
育
ニ
ー
ズ
の

急
増
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
す
る
た

め
民
間
活
力
を
導
入
し
、
小
規
模
保
育

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
新
た
に
建
設
し
て
い
る
認
定
こ

ど
も
園
等
に
つ
い
て
も
、
未
満
児
保
育

の
施
設
整
備
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

　
問 

新
た
な
雇
用
の
確
保
と
自
主
財
源
の
確

保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
あ
づ
み
野
産
業

団
地
の
拡
張
を
提
案
し
て
き
た
が
、
そ

の
後
の
取
り
組
み
と
見
通
し
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長 

企
業
の
情
報
を
収
集
す
る
中
で
、
特
例

措
置
を
逃
す
こ
と
な
く
取
り
組
む
よ
う

指
示
し
て
い
る
。
引
き
合
い
の
企
業
は

数
社
あ
る
。
大
変
有
効
な
場
所
で
あ
る

と
と
ら
え
て
い
る
の
で
、
で
き
る
こ
と

な
ら
促
進
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
「
あ
づ
み
ん
」
の
運
賃
見
直
し
を

○
入
浴
料
金
割
引
券
交
付
事
業
の
改
善

〇
財
政
健
全
化
と
公
共
施
設
の
縮
減

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
た

市
の
施
策
を
問
う

清政会
竹内 秀太郎

拡張計画が検討されているあづみ野産業団地
（2007 年 9 月撮影）

あ
づ
み
野
産
業
団
地
の
拡
張
を

長
峰
荘
の
位
置
付
け
と
存
続
に
向
け
て

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）
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★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

　
問 

現
財
政
計
画
で
は
、
平
成
33
年
度
以
降

に
具
体
的
な
計
画
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
か
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
合
併
特

例
債
活
用
な
ど
を
反
映
し
た
、
将
来
的

な
財
政
計
画
を
ま
と
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
。
ま
た
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期

限
が
、
今
国
会
で
５
年
間
延
長
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
が
、
考
え
は
。

市
長 

人
口
減
少
時
代
に
向
け
、
効
率
化
や
ス

リ
ム
化
な
ど
予
算
規
模
の
縮
小
に
努
め
、

見
直
し
、
縮
減
方
針
は
計
画
ど
お
り
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
。
特
例
債
は
趣
旨

に
合
致
し
た
利
用
を
前
提
に
、
一
般
財

源
の
確
保
お
よ
び
財
政
負
担
の
軽
減
を

図
る
取
り
組
み
を
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
。

　
問 

今
後
10
年
間
で
約
６
０
０
人
の
児
童
が

減
少
す
る
中
で
、
現
在
の
18
園
を
そ
の

ま
ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
と
、
公
共
施

設
再
配
置
計
画
基
本
方
針
と
の
整
合
性

を
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

福
祉 

認
定
こ
ど
も
園
３
園
か
ら
４
園
に
相
当

す
る
児
童
が
減
少
し
て
い
く
と
推
計
す

る
中
で
、
財
政
負
担
を
抑
え
、
よ
り
効

果
的
な
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
を
提
供

す
る
た
め
、
再
配
置
計
画
に
沿
っ
た
認

定
こ
ど
も
園
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。

　
問 

下
水
道
事
業
会
計
へ
の
平
成
30
年
度
繰

出
額
は
、
21
億
９
千
万
円
。
企
業
会
計

財
務
分
析
に
よ
り
、
今
後
の
料
金
や
維

持
管
理
費
を
ど
う
見
込
ん
で
い
く
の
か
。

市
長 
経
営
戦
略
に
よ
る
財
政
計
画
に
よ
り
、

現
在
の
料
金
体
系
で
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
く
。
維
持
管
理
上
の
課
題
と
し
て

い
る
明
科
地
域
の
処
理
場
施
設(

農
業

集
落
排
水
施
設
な
ど
５
カ
所)

の
統
廃

合
は
、
県
と
の
調
整
等
を
進
め
、
今
後
、

具
体
化
を
図
る
。

再
配
置
や
民
営
化
を
反
映

し
た
財
政
計
画
の
策
定
を

清政会
山田 幸与

農業集落排水　川西浄化センター

　
問 

岩
原
城
は
堀
金
岩
原
地
籍
の
標
高

９
５
３
ｍ
の
山
城
で
、
室
町
時
代
に
築

城
。
麓

ふ
も
と

に
は
、
安
楽
寺
・
大
同
寺
跡
が

あ
り
、
富
士
山
・
浅
間
山
・
戸
隠
連
峰

を
望
め
る
。
岩
原
区
を
中
心
に
県
の
「
地

域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
」
事
業
を
活

用
し
、
遊
歩
道
の
整
備
を
実
施
し
て
い

る
。
後
継
者
世
代
の
育
成
を
念
頭
に
末

永
く
活
動
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。「
地

域
の
宝
」
と
し
て
後
世
に
受
け
継
い
で

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
、
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

市
長 

岩
原
城
址
は
中
世
の
山
城
や
居
館
の
遺

跡
で
、
市
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
財

産
で
あ
り
、
地
形
の
改
変
を
伴
う
開
発

行
為
に
は
制
約
が
あ
る
。
地
元
の
皆
さ

ん
が
遊
歩
道
の
整
備
を
行
っ
た
。
今
後

は
、
文
化
財
と
し
て
の
保
護
・
保
全
並

び
に
観
光
や
健
康
づ
く
り
の
活
用
方
法

等
を
一
緒
に
探
り
た
い
。

　
問 

戦
国
時
代
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

た
歴
史
的
経
過
と
現
在
に
お
け
る
数
々

の
史
跡
の
価
値
等
を
解
き
明
か
す
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
今
後
の
整
備
と
学
習
・

講
演
会
等
を
通
じ
て
「
地
域
資
産
」
と

し
て
未
来
に
残
し
、
こ
れ
ら
に
秘
め
ら

れ
て
い
る
魅
力
を
市
民
が
共
有
し
、
育

み
、
末
永
く
愛
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
長 

戦
国
時
代
の
貴
重
な
文
化
財
だ
。
遊
歩

道
や
解
説
板
を
設
置
し
、
年
間
を
通
じ

て
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
た
。
公
民
館
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座
が
約
90
名
で
開
催

さ
れ
た
。
今
後
は
、
遺
跡
の
保
護
協
議

や
周
辺
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
を
学
ぶ

機
会
の
創
出
、
山
城
や
居
館
に
関
す
る

展
示
や
講
座
、
講
演
等
や
健
康
・
体
力

づ
く
り
を
兼
ね
た
自
然
観
察
会
等
の
企

画
を
考
え
た
い
。

「
安
曇
平
眺
望
を
夢
の
城
で
」

岩
原
城
の
復
活
を

岩原城
じょうし

址を望む

清政会
一志 信一郎

一 般 質 問

下
水
道
事
業
の
課
題
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　
問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
は
継
続
実
施
す
る
。

　
問 

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
の
加
盟
を
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
と
連
携
も
。

教
長 

豊
科
南
小
学
校
が
加
盟
の
申
請
手
続
中
。

地
域
と
結
び
つ
い
た
教
育
活
動
も
。

　
問 

早
期
英
語
教
育
の
機
会
提
供
と
訪
日
外

国
人
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
促
進
を
。

教
長 

小
学
３
〜
６
年
で
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

デ
イ
を
予
定
。
中
学
で
は
放
課
後
学
習

支
援
で
英
語
学
習
。
全
中
学
で
英
語
課

外
授
業
を
実
施
。
語
学
教
室
は
研
究
中
。

商
工 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
セ
ミ
ナ
ー
・
お
も

て
な
し
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
、
グ
ロ
ー
バ

ル
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
問 

全
て
の
人
と
と
も
に
生
き
る
多
文
化
共

生
推
進
計
画
の
策
定
を
。
日
本
語
教
育

の
充
実
と
多
文
化
施
策
懇
話
会
設
立
も
。

総
務 

第
３
次
安
曇
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画

を
策
定
。
多
文
化
共
生
の
推
進
も
。
外

国
住
民
と
の
懇
話
会
な
ど
を
模
索
す
る
。

教
長 

外
国
人
対
象
の
日
本
語
教
室
は
４
カ
所
。

豊
科
北
小
学
校
に
日
本
語
教
室
。
他
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
で
支
援
。

　
問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

身
近
な
緑
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
。

安
曇
野
ふ
る
さ
と
み
ど
り
基
金
の
創
設
、

屋
敷
林
・
社
寺
林
の
保
全
に
期
待
す
る
。

　
問 

緑
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
。

建
設 

安
曇
野
フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
に
。

　
問 

花
庭
や
家
庭
菜
園
の
せ
ん
ぜ
畑
や
屋
敷

林
な
ど
を
巡
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
、

安
曇
野
ら
し
さ
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
。

建
設 

安
曇
野
満
喫
見
ど
こ
ろ
ツ
ア
ー
を
計
画
。

商
工 

人
々
の
連
携
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

農
林 

農
地
全
体
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
た

人
材
育
成
の
促
進
を

清政会
林　 孝彦

信州花フェスタ 2019 の開催 PR の花壇
（市役所東側）

信
州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
と
安
曇
野
市

緑
の
基
本
計
画
の
実
現
に
よ
る
緑
輝
く

ま
ち
・
安
曇
野
の
促
進
を

　
問 

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
や
チ
ャ
イ
ル
ド

ラ
イ
ン
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
た
児
童
・
生

徒
が
本
市
に
ど
の
程
度
い
る
の
か
。

教
部 

利
用
者
数
の
把
握
は
し
て
い
な
い
。

　
問 

長
野
県
弁
護
士
会
は
、
基
礎
自
治
体
が

子
供
の
相
談
・
救
済
の
た
め
の
公
的
第

三
者
機
関
を
持
つ
べ
き
だ
と
主
張
し
て

い
る
。
本
市
に
は
必
要
な
い
か
。

教
部 

学
校
教
育
課
に
教
育
相
談
室
、
生
涯
学

習
課
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

い
る
。
第
三
者
機
関
は
設
置
せ
ず
、
現

在
の
体
制
で
悩
み
の
解
消
に
努
め
る
。

　
問 

子
供
を
権
利
の
主
体
者
と
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
声
が
少
な
く
な
い
。
産
経
新

聞
は
支
援
は
指
導
の
否
定
に
つ
な
が
る

と
言
い
、
血
ま
み
れ
に
な
る
ま
で
殴
っ

て
も
体
罰
は
必
要
だ
と
言
う
。
日
本
会

議
の
中
に
も
同
様
の
声
が
あ
る
。
子
育

て
支
援
を
し
て
も
、
子
供
の
支
援
を
し

な
い
と
言
う
の
な
ら
、
本
市
は
こ
れ
ら

と
同
じ
ス
タ
ン
ス
か
。

福
祉 

子
供
の
人
権
を
認
め
な
い
と
い
う
施
策

を
打
っ
て
い
る
つ
も
り
は
な
い
。
子
供

に
と
っ
て
の
最
善
策
は
何
か
を
第
一
に

考
え
、
子
供
の
権
利
の
視
点
に
立
っ
た

相
談
業
務
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

教
部 

子
供
の
権
利
、
人
権
は
大
切
だ
。

　
問 

市
長
は
「
日
本
一
！
子
ど
も
が
元
気
に

育
つ
ま
ち
」
を
公
約
に
掲
げ
て
い
る
。

子
供
の
権
利
条
例
、
本
市
独
自
の
子
供

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
が
な
く
て
も
子
供
が
日

本
一
元
気
に
育
つ
の
か
。

市
長 

相
談
窓
口
の
一
本
化
は
、
組
織
改
革
の

一
環
と
し
て
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

い
つ
で
も
誰
で
も
何
で
も
相
談
が
で
き

て
、
子
供
た
ち
が
笑
顔
で
元
気
に
育
つ

安
曇
野
市
の
実
現
を
目
指
す
。

政和会
遠藤 武文

子
ど
も
の
権
利
相
談
室
を

検
討
し
て
欲
し
い

子どもの権利相談室は世の趨
すうせい

勢
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

　
問 

平
成
28
年
度
の
計
画
に
は
三
郷
西
部
・

東
部
認
定
こ
ど
も
園
は
新
設
と
あ
っ
た

が
、
民
営
化
実
施
計
画
や
中
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
で
外
さ
れ
た
。
す
で
に
建
築
さ

れ
た
か
、
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
16
園

と
比
べ
、
こ
れ
は
差
別
で
は
な
い
か
。

市
長 

差
別
と
は
考
え
て
い
な
い
。
西
部
、
東

部
も
場
所
の
選
定
や
民
間
の
保
育
園
の

運
営
も
あ
り
、
形
態
や
児
童
減
少
、
地

域
の
状
況
変
化
を
踏
ま
え
計
画
を
見
直

し
て
い
る
。
建
て
替
え
は
民
営
化
も
含

め
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

決
し
て
差
別
で
は
な
い
。

　
問 

三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
は
地
域
審
議

会
の
答
申
に
反
し
、
合
併
特
例
債
の
延

長
が
あ
る
か
ら
と
旧
支
所
を
壊
し
建
設

さ
れ
た
。
有
利
な
起
債
と
い
っ
て
き
た
合

併
特
例
債
を
使
っ
て
建
て
る
べ
き
で
は
。

市
長 
支
所
は
老
朽
化
も
あ
り
、
後
年
度
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
特
例
債
を
活
用
し
た
。

延
長
は
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
の
こ
と
で
あ

り
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
問 

国
の
補
助
を
利
用
し
、
財
政
調
整
基
金

を
公
共
施
設
整
備
基
金
に
移
す
等
し
て
、

西
部
、
東
部
を
建
設
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長 

調
整
基
金
の
変
換
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問 

西
部
を
複
合
施
設
化
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長 

多
額
の
投
資
に
な
り
、
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

市
長 

井
出
議
員
は
、「
著
し
い
被
害
の
可
能
性

が
あ
る
」
と
捉と

ら

え
て
い
る
の
か
。

井
出 

著
し
い
被
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る

と
、
判
決
か
ら
読
み
取
っ
た
。
逆
に
、

判
決
に
は
否
定
し
き
れ
な
い
と
も
あ
る

が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長 

一
審
判
決
の
通
り
。
可
能
性
の
根
拠
は
。

井
出 

原
告
団
の
地
道
な
調
査
研
究
活
動
。
判

決
に
あ
る
処
分
量
が
少
量
の
た
め
だ
。

保
育
環
境
整
備
の
財
源
に

国
庫
補
助
の
研
究
を

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

卒園おめでとう ( 三郷東部認定こども園 )

　
問 

こ
れ
か
ら
の
障
が
い
児
・
障
が
い
者
福

祉
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

市
長 

専
門
職
を
配
置
し
て
相
談
支
援
体
制
の

機
能
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
全
て
の
人
々

が
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お

互
い
の
個
性
を
尊
重
し
あ
い
、
安
心
し

て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
共
生
の
ま
ち
を

目
指
し
て
い
る
。

　
問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
重
症
心
身
障
が

い
児
や
医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
る

体
制
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

教
部 

認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
医
療
的
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
園
児
が
い
る
。
小
学
校

入
学
の
際
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
希
望

が
あ
る
場
合
は
、
環
境
整
備
や
受
け
入

れ
可
能
か
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
問 

発
達
障
が
い
は
早
期
発
見
し
、
適
切
な

療
育
や
訓
練
に
よ
っ
て
症
状
を
改
善
し
、

社
会
へ
対
応
す
る
力
を
伸
ば
す
こ
と
が

大
切
。
５
歳
児
健
診
で
多
く
の
軽
度
発

達
障
が
い
児
や
軽
度
精
神
遅
滞
児
を
発

見
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。

本
市
に
お
い
て
も
５
歳
児
健
診
を
行
う

よ
う
要
望
す
る
が
。

福
祉 

３
歳
児
健
診
を
し
っ
か
り
行
い
、
認
定

こ
ど
も
園
や
あ
づ
み
っ
こ
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
の
見
守
り
の
中
で
、
必
要
な
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問 

読
む
こ
と
が
困
難
な
児
童
生
徒
に
向
け

て
の
音
声
教
材
・
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の

導
入
を
要
望
す
る
が
。

教
部 

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
学
校

等
で
の
使
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　
問 
聴
覚
障
が
い
者
の
耳
マ
ー
ク
を
、
利
用

者
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
に
示
す
こ

と
を
要
望
す
る
が
。

福
祉 

本
庁
、
支
所
と
も
に
わ
か
り
や
す
い
よ

う
掲
示
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て

障
が
い
児
・
障
が
い
者

支
援
の
充
実
を

公明党
中村 今朝子

耳マーク

Ｍ
社
の「
著
し
い
被
害
」で
反
問
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　
問 

圃ほ

場
整
備
が
終
わ
り
20
年
以
上
経
過
し

た
場
所
で
は
、
道
路
の
下
部
を
横
断
し

て
い
る
暗あ

ん
き
ょ渠

の
耐
久
性
に
問
題
が
あ
る

の
か
、
道
路
が
大
き
く
下
が
っ
て
い
る

場
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
放
置
す

る
と
、
道
路
が
陥
没
し
大
変
危
険
だ
。

計
画
的
に
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

農
林 

危
険
性
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
小
規
模
工

事
に
関
し
て
は
市
内
建
設
業
者
に
補
修

を
依
頼
し
て
い
る
。
比
較
的
規
模
の
大

き
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
県
営
・
団
体

営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
交
付
金
を
活

用
し
施
設
の
更
新
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
計
画

的
に
更
新
を
し
て
い
く
。

　
問 

下
水
道
管
も
経
年
劣
化
に
よ
り
破
損
し

た
場
合
は
、
道
路
下
部
で
空
洞
が
で
き

陥
没
の
恐
れ
が
あ
る
が
、
調
査
は
ど
う

し
て
い
る
か
。
同
時
に
、
水
道
用
の
仕

切
弁
の
周
り
も
、
道
路
に
亀
裂
が
で
き

て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
。

水
道 

劣
化
し
た
箇
所
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、

早
急
に
修
繕
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
て

い
る
。
今
後
も
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
目
視
で
確
認
で
き
る
マ

ン
ホ
ー
ル
周
り
の
道
路
面
の
沈
下
や
、

そ
の
損
傷
状
況
の
把
握
に
も
努
め
て
い

く
。

　
問 

道
路
を
走
行
し
な
が
ら
空
洞
調
査
が
で

き
る
業
者
が
あ
る
が
、
委
託
し
て
調
査

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

建
設 

県
に
お
い
て
本
市
内
で
調
査
を
す
る
と

聞
い
て
い
る
。
そ
の
調
査
結
果
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
ま
で
は
、
市
民

が
道
路
や
公
園
で
破
損
が
発
見
さ
れ
た

場
合
、
ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
「
情
報
通

報
シ
ス
テ
ム
安
曇
野
」
が
あ
る
の
で
、

有
効
活
用
し
て
い
き
た
い
。

道
路
の
陥
没
の
お
そ
れ
を

防
ぐ
に
は

公明党
小松 芳樹

通報後、緊急修繕された道路

政和会
内川 集雄

　
問 

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
安
曇
野

市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
基
本
方
針
に

沿
っ
て
民
間
譲
渡
が
で
き
る
の
か
。
平

成
30
年
12
月
定
例
会
ま
で
に
、
長
峰
荘

廃
止
条
例
等
々
を
提
出
し
て
普
通
財
産

等
に
す
る
手
続
き
等
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

条
例
の
提
出
時
期
に
つ
い
て
は
、
明
科

の
皆
さ
ん
方
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
調

整
を
図
り
つ
つ
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
、

条
例
（
改
正
案
）
を
提
出
し
て
い
く
。

　
問 

あ
づ
み
ん
の
需
要
が
増
す
中
、
ド
ラ
イ

バ
ー
確
保
が
難
し
い
と
い
う
声
を
聞
く
。

将
来
を
見
越
し
て
共
同
運
行
を
研
究
す

る
考
え
は
。

政
策 

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
市
民
の
た

め
に
、
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
問 

ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
必
要
と
す
る
。
関
連
し
て
周
辺
整
備

も
す
る
必
要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
伺
う
。

農
林 

ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
を
核
と
し
た
安
曇
野

の
里
の
う
ち
一
番
古
い
施
設
は
、
安
曇

野
ガ
ラ
ス
工
房
で
、
昭
和
59
年
に
建
設

さ
れ
た
。
宿
泊
施
設
の
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇

野
は
、
昭
和
62
年
の
建
設
で
、
30
年
以

上
が
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

市
と
し
て
は
、
必
要
な
改
修
工
事
を
実

施
し
て
い
る
。
安
曇
野
の
里
は
地
元
重

柳
地
区
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
体
制
に
よ

り
、
長
年
に
わ
た
り
各
種
農
業
体
験
や

都
市
と
の
交
流
促
進
事
業
な
ど
を
展
開

し
て
い
る
。
重
柳
地
区
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
十
分
に
聞
き
な
が
ら
、
市
と
し
て

の
方
針
決
定
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
方
針
結
果
に
基
づ
き
、
今
後
対
応
し

て
い
く
。

リノベーションを必要とする「ビレッジ安曇野」

平
成
31
年
３
月
31
日
に

向
け
て
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一 般 質 問

　
問 

市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
44
で
県

内
19
市
で
17
番
目
。
分
析
・
評
価
は
。

市
長 

昔
は
周
囲
が
出
会
い
を
世
話
し
た
が
、

今
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
等
で
難
し
い
。

平
成
27
年
策
定
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
２
０
４
０

年
に
８
万
３
千
人
維
持
が
目
標
だ
が
、

現
実
は
大
変
困
難
だ
。
と
り
あ
え
ず
、

４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
進
め
て
い
る
。

政
策 

既
存
の
支
援
策
に
加
え
、
若
者
の
移
住
・

定
住
促
進
等
も
あ
わ
せ
て
対
策
予
定
だ
。

　
問 

不
妊
治
療
等
の
支
援
の
取
り
組
み
は
。

保
健 

不
妊
・
不
育
治
療
は
補
助
率
３
分
の
２
、

上
限
30
万
円
で
あ
る
。

　
問 

20
歳
か
ら
39
歳
の
市
民
の
未
婚
率
は
約

51
％
。
結
婚
支
援
に
も
っ
と
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

福
祉 

商
工
会
青
年
部
に
委
託
し
て
い
る
。
婚

活
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
等
で
、
県
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
成
果
が
あ
る
。

政
策 

民
間
活
力
の
活
用
、
結
婚
後
の
生
活
支

援
な
ど
も
含
め
た
、
総
合
的
な
結
婚
支

援
策
を
福
祉
部
と
協
議
を
始
め
た
。

　
問 

市
の
財
政
健
全
化
の
た
め
、
公
共
施
設

再
配
置
計
画
は
大
切
。
一
方
で
行
政
側

だ
け
で
策
定
し
、
個
々
の
施
設
の
方
向

性
が
市
民
と
共
有
で
き
て
い
な
い
。
サ
ー

ビ
ス
の
代
替
な
ど
市
民
目
線
で
丁
寧
に

対
応
す
べ
き
。「
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
」

を
掲
げ
３
選
し
た
市
長
の
責
務
で
は
。

市
長 
長
峰
荘
と
穂
高
プ
ー
ル
で
は
丁
寧
な
説

明
、
対
話
に
努
め
る
。

　
問 

議
論
の
土
台
と
し
て
、
廃
止
費
用
、
収

支
見
込
み
の
提
示
や
代
替
案
は
。

教
部 

穂
高
プ
ー
ル
で
は
代
替
３
案
を
検
討
し

た
が
、
各
案
課
題
が
あ
り
困
難
。
説
明

会
で
の
市
民
の
意
見
や
施
設
の
利
用
状

況
等
か
ら
今
後
の
運
営
を
判
断
す
る
。

政和会
小林 陽子

穂高プールを例にしたライフサイクルコスト
のイメージ

将
来
展
望
人
口
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
問
う

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
進
め
方

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

　
問 

景
気
の
良
い
時
は
民
間
企
業
が
人
気
で

あ
る
と
言
わ
れ
る
。
空
前
の
売
り
手
市

場
の
中
、
ど
う
採
用
に
あ
た
る
の
か
。

市
長 

苦
戦
が
想
定
さ
れ
る
が
、
将
来
を
担
う

優
秀
な
人
材
確
保
に
努
め
る
。
選
ば
れ

る
安
曇
野
市
・
安
曇
野
市
役
所
を
目
指
す
。

　
問 

職
員
は
充
足
し
て
い
る
か
。

総
務 

本
年
４
月
１
日
付
職
員
数
は
７
２
９
名
で

予
定
よ
り
も
６
名
不
足
。
そ
の
た
め
経
験

者
中
心
に
10
月
１
日
採
用
予
定
で
あ
る
。

　
問 

職
員
の
定
着
状
況
に
つ
い
て
は
。

総
務 

平
成
25
年
度
か
ら
５
年
間
で
１
４
０
名

採
用
し
３
名
が
退
職
し
た
。
定
着
状
況

は
比
較
的
良
い
と
考
え
る
。

　
問 

職
員
の
募
集
や
定
着
の
た
め
の
試
み
は
。

総
務 

職
場
説
明
会
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
発
信
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ(

平

成
29
年
度
は
20
名
受
け
入
れ)

を
実
施
。

ま
た
、
併
願
を
避
け
る
た
め
、
県
や
近

隣
市
と
同
一
試
験
日
に
し
て
い
る
。

　
問 
①
女
性
の
管
理
職
に
占
め
る
割
合
は
。

②
女
性
の
育
成
や
登
用
の
た
め
の
取
り

組
み
や
課
題
に
つ
い
て
。

総
務 

①
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
の
女
性
活

躍
推
進
法
に
基
づ
く
行
動
計
画
で
平
成

33
年
度
ま
で
に
係
長
相
当
職
以
上
の
目

標
は
22
％
。
実
績
は
本
年
４
月
１
日
時

点
で
21
・
15
％
で
あ
る
。
②
継
続
就
業

お
よ
び
仕
事
と
家
庭
の
両
立
、
ま
た
男

女
と
も
に
職
務
に
対
し
て
自
ら
意
識
改

革
が
必
要
。
係
長
昇
級
前
の
女
性
職
員

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
。

　
問 

①
就
労
支
援
に
つ
い
て
。
②
イ
ク
ボ
ス
・

温あ
っ
たか

ボ
ス
宣
言
の
効
果
は
。

総
務 

①
家
族
護ま

も

り
合
い
休
暇
制
度
を
平
成
29

年
度
に
１
０
６
名
利
用
。
②
男
性
職
員

２
名
が
育
休
を
取
得
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
友
好
都
市
に
つ
い
て

市
職
員
の
採
用
等
に
つ
い
て

伺
う

政和会
平林 德子

新任主査研修会の様子

14
安曇野市議会だより    第 51号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2018. 8. 1



6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

体
育
館
使
用
申
し
込
み
の

公
平
性
は

政和会
坂内 不二男

　
問 

限
ら
れ
た
体
育
施
設
の
利
用
率
は
大
変

高
く
、
利
用
を
し
た
い
希
望
日
に
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
。
使
用
申
し

込
み
の
現
状
、
体
育
協
会
加
盟
団
体
と

一
般
団
体
の
使
用
申
し
込
み
に
疑
問
が

あ
る
。
体
育
施
設
等
の
現
状
と
市
の
考

え
を
聞
く
。
ま
ず
体
育
館
の
利
用
状
況

は
。

教
部 

平
成
29
年
度
の
８
体
育
施
設
の
利
用
者

数
、
21
万
４
５
２
人
、
使
用
率
98
・
４
％
。

　
問 

優
先
し
て
体
育
協
会
加
盟
団
体
は
使
用

申
し
込
み
で
き
る
の
か
。

教
部 

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
体
育
協
会
は
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、
競
技
力
の
向
上
な
ど
を

図
り
、
所
属
会
員
が
多
く
、
定
期
的
・

長
期
的
に
活
動
を
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
活
動
す
る
場
所
の
確
保
の
た
め
優
先

し
て
予
約
を
受
け
て
い
る
。

　
問 

使
用
料
の
減
免
と
補
助
金
の
現
状
は
。

教
部 

中
核
的
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
担
い
、
市

に
協
力
し
て
い
る
団
体
は
減
免
の
率
や

枠わ
く

が
有
利
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
29
年
度
の
補
助
金
は
、
体
育
協
会
に

６
２
０
万
円
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
約

４
１
０
万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

　
問 

申
し
込
み
の
優
先
、
使
用
料
の
減
免
、

補
助
金
交
付
の
状
況
か
ら
一
般
団
体
と

の
公
平
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
長 

平
成
27
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

で
審
議
し
、
無
制
限
で
あ
っ
た
申
し
込

み
に
制
限
を
設
け
た
。
ま
た
、
過
去
に

は
予
約
申
し
込
み
開
始
日
に
は
、
早
朝

か
ら
順
番
待
ち
で
並
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
現
在
の
予
約
方
式

と
な
っ
た
。
公
平
性
を
保
つ
こ
と
は
行

政
の
基
本
で
あ
り
、
不
公
平
感
を
抱
い

て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
大
事
に
受
け

止
め
、
利
用
者
の
意
見
を
広
く
聞
き
、

検
討
し
た
い
。

無会派
増田 望三郎

　
問 

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

空
き
家
は
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

使
用
可
能
な
空
き
家
は
社
会
の
大
切
な

資
産
と
捉と

ら

え
、
有
効
な
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空
き
家
の
利
活
用

の
総
体
的
な
考
え
方
と
既
存
の
施
策
は
。

政
策 

空
き
家
管
理
台
帳
の
有
効
活
用
を
図

り
、
利
活
用
可
能
な
物
件
は
所
有
者
に

確
認
し
、
情
報
提
供
の
同
意
を
い
た
だ

く
。
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
誘
導

し
、空
き
家
住
宅
の
支
援
、賃
貸
や
売
買
、

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
問 

拠
点
集
約
さ
れ
な
い
地
域
、
具
体
的
に

は
田
園
環
境
区
域
で
増
え
て
い
く
空
き

家
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

市
長 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
維
持
の
観
点
か

ら
、
空
き
家
は
兼
用
あ
る
い
は
併
用
住

宅
の
よ
う
な
活
用
が
望
ま
し
い
。
何
ら

か
の
方
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
問 

空
き
家
利
活
用
の
方
策
と
し
て
ス
モ
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
案
す
る
。

小
さ
な
投
資
（
ス
モ
ー
ル
）
で
、
地
域

社
会
と
つ
な
が
る
生な

り
わ
い業

（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
）
を
起
こ
し
、
地
域
の
魅
力

を
高
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
力
を
生

み
出
す
と
い
う
も
の
。
推
進
で
き
な
い

か
。

市
長 

単
に
空
き
家
に
住
む
だ
け
で
な
く
、
そ

こ
で
生
業
を
起
こ
し
て
も
ら
う
。
地
域

社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
け
ば
、
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
そ
の
面
で
空

き
家
利
活
用
を
促
進
で
き
れ
ば
い
い
。

　
問 

空
き
家
利
活
用
に
特
化
し
た
創
業
支
援

を
補
助
金
制
度
に
組
み
込
め
な
い
か
。

商
工 

空
き
家
利
活
用
の
促
進
は
重
要
な
政
策

の
１
つ
。
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
北
小
倉
ゴ
ミ
処
理
施
設
問
題
・
原
告
１
５
０

名
の
控
訴
を
市
長
は
ど
う
受
け
止
め
る
か

空き家がゲストハウスに生まれ変わる

活
力
を
生
み
出
す
空
き
家
の

利
活
用
を
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問 

小
・
中
学
校
で
は
教
職
員
の
長
時
間
過

密
労
働
が
ま
ん
延
し
、
子
供
と
じ
っ
く

り
向
き
合
う
時
間
の
確
保
も
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
が
あ
る
。
平
成
29
年
度
、
中

央
教
育
審
議
会
の
「
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
に
係
る
緊
急
提
言
」(

以
下
「
提

言
」）
と
長
野
県
教
育
委
員
会
の
「
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
の
た
め
の

基
本
方
針
」（
以
下
「
方
針
」）
が
発
表

さ
れ
た
。
提
言
で
は
、「
現
状
は
看
過
で

き
な
い
。
学
校
教
育
の
根
幹
が
揺
ら
ぎ

つ
つ
あ
る
。
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
を
早
急
に
進
め
、
教
職
員
一
人
一
人
の

問
題
に
と
ど
め
て
は
な
ら
な
い
。
全
て
の

関
係
者
が
今
で
き
る
こ
と
を
直
ち
に
行

い
、
必
ず
解
決
す
る
と
い
う
強
い
意
識

を
持
っ
て
、
そ
の
効
果
を
確
実
に
実
感
で

き
る
よ
う
に
す
る
。」
と
し
て
い
る
。
本

市
の
教
職
員
の
勤
務
実
態
と
課
題
解
決

へ
の
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
認

識
、
具
体
的
な
課
題
解
決
方
針
に
つ
い

て
伺
う
。

教
長 

平
成
29
年
度
の
市
教
職
員
の
時
間
外
勤

務
は
、
１
人
当
た
り
平
日
２
時
間
10
分
、

休
日
約
30
分
、持
ち
帰
り
仕
事
25
分
。「
提

言
」「
方
針
」
を
大
変
重
く
受
け
と
め
、

安
曇
野
市
学
校
業
務
改
善
方
針
を
作
成

し
て
い
る
。
勤
務
時
間
管
理
を
自
己
申

告
と
し
な
い
方
式
を
検
討
し
、
平
成
30

年
度
中
に
は
結
論
を
導
き
た
い
。

　
問 

問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
の
教

職
員
の
定
数
増
と
学
級
定
員
の
引
き
下

げ
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

教
長 
教
育
予
算
の
大
幅
な
引
き
上
げ
等
を
国

や
県
へ
提
案
し
た
い
。

　
問 

利
便
性
を
高
め
る
こ
と
、
乗
り
継
ぎ
料

金
を
取
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

政
策 

運
行
見
直
し
は
状
況
に
よ
り
再
度
行
う
。

一 般 質 問

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の

解
消
を

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

あ
づ
み
ん
の
運
行
は
利
用
者
の
立
場
で

市の教職員の勤務時間例

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

無会派
小林 純子

　
問 

香
害
と
は
、
洗
濯
用
柔
軟
剤
等
の
香
り

に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
が
、
め
ま
い
や

吐
き
気
、
ぜ
ん
息
等
を
引
き
起
こ
す
香

り
の
害
の
こ
と
。
香
料
に
は
多
く
の
危

険
な
合
成
化
学
物
質
が
含
ま
れ
る
だ
け

で
な
く
、
香
り
を
持
続
さ
せ
た
り
、
触

れ
る
と
香
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
使
わ

れ
る
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
に
、
有
毒
な

イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
問

題
も
あ
る
。
特
に
成
長
期
の
子
供
に
と
っ

て
は
、
柔
軟
剤
等
の
使
用
は
要
注
意
で

あ
る
。
国
の
規
制
を
待
つ
間
に
も
被
害

が
広
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
自
治

体
と
し
て
香
害
の
啓
発
や
、
香
料
を
多

用
し
た
製
品
の
使
用
自じ

し
ゅ
く粛

を
呼
び
掛
け

る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

保
健 

柔
軟
剤
等
の
香
り
で
体
調
を
崩
す
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
個
別
の
相
談
や
必
要

に
応
じ
た
啓
発
等
を
行
っ
て
い
く
。

教
部 
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
保
護
者
向
け
の
チ
ラ

シ
を
作
成
し
配
布
す
る
な
ど
、
香
害
の

啓
発
活
動
を
検
討
し
て
い
く
。

　
問 

一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
の
取
り
消

し
を
求
め
た
裁
判
の
判
決
で
は
、
Ｍ
社

の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
量
が
極
め
て
少

な
い
こ
と
が
、
著
し
い
被
害
の
お
そ
れ

が
な
い
こ
と
の
条
件
と
読
み
取
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
処
理
量
が
極
め
て
少
な

い
状
態
が
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
許
可
権
者
で
あ

る
市
は
確
実
に
管
理
監
督
で
き
る
の
か
。

生
活 

処
理
量
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
悪
臭
、

騒
音
、
振
動
、
汚
水
等
に
お
い
て
著
し

い
被
害
の
お
そ
れ
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
事
業
者
の
営
業
権
の
こ
と
も
あ

り
、
今
後
の
処
理
量
が
ど
う
な
る
か
わ

か
ら
な
い
が
、
適
正
な
処
理
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
管
理
監
督
を
し
て
い
く
。

Ｍ
社
の
一
般
廃
棄
物
処
理
の
適
正
化

日本消費者連盟が作った香料自粛を求めるチラシ

柔
軟
剤
等
の
香
り
に
よ
る

深
刻
な
影
響
「
香こ

う
が
い害

」
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　
問 

市
内
に
あ
る
高
校
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
考
え
か
を
聞
き
た
い
。

市
長 

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
地
域
と
の
か
か
わ

り
を
深
く
持
っ
て
お
り
、
各
校
と
も
特

色
の
あ
る
教
育
と
と
も
に
、
市
内
で
活

躍
す
る
す
ぐ
れ
た
人
材
の
育
成
を
担
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
と
捉と

ら

え
て
い
る
。
一

方
で
高
校
の
再
配
置
は
地
域
の
バ
ラ
ン

ス
が
絡
む
問
題
で
、
非
常
に
難
し
い
問

題
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　
問 

市
内
４
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

教
長 

市
外
か
ら
通
う
高
校
生
も
安
曇
野
市
に

と
っ
て
大
切
な
存
在
で
あ
る
と
捉
え
、

高
校
生
の
力
や
ア
イ
デ
ィ
ア
も
こ
の
地

域
の
た
め
に
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
高
校
と
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
問 

４
校
の
校
長
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

教
長 

高
校
で
も
特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
供

た
ち
が
大
変
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

専
門
性
の
高
い
情
報
が
ぜ
ひ
欲
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
中
学
校
と
の
連
携
を
一

層
深
め
て
い
き
た
い
。

　
問 

市
と
の
連
携
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

教
部 

南
安
曇
農
業
高
校
と
は
す
で
に
協
定
を

締
結
し
て
い
て
、
穂
高
商
業
高
校
と
も

地
域
の
活
性
化
と
商
業
教
育
の
充
実
の

た
め
に
協
定
を
計
画
し
て
い
る
。

　
問 

地
域
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部 

将
来
を
見み

据す

え
た
高
校
の
学
び
の
あ
り

方
と
具
体
的
な
高
校
の
配
置
に
つ
い
て
、

県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
意
見
提
案
を

行
う
協
議
会
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ

り
、市
村
長
、教
育
長
等
で
構
成
さ
れ
る
。

旧
11
通
学
区
へ
の
設
置
時
期
は
未
定
。地域とともに活動する高校生

清政会
召田 義人
「
学
び
の
改
革
」

高
校
再
編
は
？

政務活動費収支報告
～１人月額 7,500円 その使い道は～

　議員の調査研究や研修等のために必要な経費の一部として、会派または議員に対し、一人当たり7,500 円
（年額 9万円）を上限に政務活動費を交付しました。
　平成 29 年度政務活動費の収支報告書は安曇野市のホームページで公表していますので、ご覧ください。
また、議会事務局でも閲覧できます。
　なお、平成 30年４月より政務活動費の上限が一人当たり月額 1万円（年額 12万円）となっています。

平成29年度（平成29年11月～平成30年3月）政務活動費の実績  （単位：円）

区分 清政会 政和会
日本共産
党安曇野
市議団

公明党 小林純子 平林　明 増田望三郎
合計

人数 ７人 ６人 ３人 ３人 １人 １人 １人
収入 交付額 262,500 225,000 112,500 112,500 37,500 37,500 37,500 825,000

支出

調査研究費 147,980 130,940 67,838 1,140 17,443 365,341
研修費 90,000 94,060 110,680 294,740
資料作成費 0
資料購入費 23,510 24,797 48,307
広報費 1,820 9,000 20,057 30,877
広聴費 3,850 3,850
会議費 0
要請・陳情活動費 0
事務費 0
その他 0
小計 237,980 225,000 112,500 67,838 37,500 24,797 37,500 743,115
返金額 24,520 0 0 44,662 0 12,703 0 81,885

QRコードから議会
ホームページへ
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一 般 質 問

政和会
松枝 　功

　
問 

合
併
特
例
債
の
借
入
期
限
が
、
平
成
32

年
度
か
ら
５
年
間
延
長
さ
れ
37
年
度
ま

で
と
な
っ
た
。
市
の
33
年
度
以
降
の
借

入
可
能
額
は
い
く
ら
か
。

財
政 

32
年
度
ま
で
に
建
設
事
業
分
は
約
３
６
４

　
　
　
億
円
を
活
用
す
る
予
定
で
、
そ
の
後
の

借
入
可
能
額
の
残
額
は
94
億
円
程
度
。

　
問 

合
併
当
初
、
特
例
債
は
借
金
で
あ
り
、

国
の
交
付
税
措
置
も
信
用
で
き
ず
、
将

来
に
禍か

こ
ん根

を
残
し
か
ね
な
い
と
の
声
も

多
か
っ
た
。
合
併
か
ら
13
年
、
実
際
の

償
還
や
交
付
税
措
置
の
状
況
は
。

財
政 

特
例
債
は
、
公
債
費
の
平
準
化
も
考
え

原
則
10
年
で
の
借
り
入
れ
。
交
付
税
も

確
実
に
70
％
が
措
置
さ
れ
、
安
定
的
に

償
還
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　
問 

心
配
も
し
た
が
、
現
在
の
状
況
は
「
概

ね
安
心
で
き
る
未
来
」
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
。
特
例
債
を
慎
重
に
運
用
し

て
き
た
市
に
は
今
回
の
５
年
延
長
は
大

き
い
。
財
政
計
画
や
、
や
や
重
く
感
じ

ら
れ
る
市
長
公
約
の
「
ハ
ー
ド
か
ら
ソ

フ
ト
へ
」
も
、
見
直
し
が
必
要
で
は
。

財
政 

大
き
な
環
境
変
化
で
あ
り
、
速
や
か
な

財
政
計
画
の
見
直
し
が
必
要
。

市
長 

ハ
ー
ド
へ
の
対
応
は
、
冷
静
か
つ
慎
重
な

判
断
が
必
要
。財
政
計
画
見
直
し
の
中
で
、

負
担
の
軽
減
が
図
れ
る
取
り
組
み
を
中
心

に
特
例
債
の
活
用
を
図
り
た
い
。

　
問 

長
峰
荘
に
つ
い
て
民
間
譲
渡
を
模
索
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
に
は
ト
マ
ト
栽

培
施
設
の
民
間
譲
渡
と
い
う
好
例
が
あ

る
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
市
民
が
安

心
で
き
る
取
り
組
み
を
願
う
。

市
長 

存
続
を
願
う
会
等
の
皆
さ
ん
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。
譲
渡
の
場
合
の
条
件
整
備
等
は
担
当

に
指
示
し
て
い
る
。

３月にしゅん工した三郷北部認定こども園
建設財源の 54％（約４億 6,500 万円）は合併
特例債

合
併
特
例
債
の
借
入
期
限

延
長
へ
の
対
応
は

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

　
問 

認
定
こ
ど
も
園
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
長
は
よ
く
民み

ん

の
力
を
借
り
て
、
と
言
っ

て
い
る
が
、
民
の
力
と
は
ど
ん
な
も
の

か
。
行
政
に
は
な
い
も
の
か
。

市
長 

民
の
知
恵
と
力
を
活
用
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
通
ず
る
。

多
様
性
の
あ
る
教
育
・
保
育
環
境
を
整

え
て
い
く
た
め
に
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
欠
か
せ
な
い
。

　
問 

ど
う
い
っ
た
部
分
が
、
行
政
で
は
で
き

な
い
部
分
な
の
か
。

市
長 

小
規
模
保
育
園
建
設
等
で
は
、
民
が
み

ず
か
ら
用
地
を
確
保
し
、
国
の
制
度
を

活
用
し
た
。
官
が
実
施
す
る
よ
り
も
財

政
的
に
将
来
負
担
が
少
な
く
て
済
む
。

民
で
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

　
問 

市
で
は
10
年
後
に
子
供
が
５
７
９
人
減

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
た
い
の
か
、
対
策
を
と
っ
て
い

て
も
減
少
す
る
か
ら
、
民
の
力
を
借
り
、

民
営
化
や
統
廃
合
を
進
め
る
の
か
。

福
祉 

今
後
は
親
と
な
る
世
代
の
人
口
も
減
り

続
け
る
。
特
化
型
の
保
育
を
行
っ
て
い

る
民
間
の
力
を
借
り
て
強
力
に
地
域
を

活
性
化
し
て
い
き
た
い
。
民
間
の
保
育

園
進
出
に
よ
り
、
競
争
力
が
生
ま
れ
、

質
の
高
い
保
育
環
境
が
で
き
て
い
く
。

　
問 

今
後
市
民
あ
る
い
は
利
用
者
か
ら
意
見

を
聞
く
と
い
う
が
、
意
見
に
よ
っ
て
は

存
続
も
あ
り
え
る
の
か
。
廃
止
と
い
う

基
本
的
な
考
え
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

教
長 
今
回
の
説
明
会
の
意
見
と
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
っ
て
か
ら
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
方
針
は
決
め
て

い
く
。

認
定
こ
ど
も
園
の
民
営
化
は

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

穂
高
プ
ー
ル
存
続
に
つ
い
て

長
峰
荘
の
存
続
に
向
け
て

お
お
む
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明
科
七
貴
荻
原
地
区
に
植

え
ら
れ
た
多
く
の
松
の
木

が
茶
色
に
変
色
し
て
き
ま
し
た
。
押
野
山
の
松

も
枯
れ
、
松
枯
れ
対
策
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
更

新
伐
事
業(

枯
れ
た
松
を
伐
採
し
、
広
葉
樹
を

中
心
と
し
た
新
た
な
森
林
に
更
新
す
る
事
業)

の
取
り
組
み
が
下
押
野
地
区
、
隣
区
の
中
村
地

区
で
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
荻
原
地
区

は
、
平
成
25
年
５
月
に
区
の
役
員
、
地
権
者
に

呼
び
か
け
、
中
村
地
区
の
更
新
伐
事
業
の
現
地

視
察
を
実
施
し
、
枯
れ
た
松
の
処
理
、
薪ま

き

に
使

え
る
松
の
区
別
、
将
来
の
森
林
の
あ
り
方
等
参

考
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
更
新
伐
事
業
は

市
議
会
で
も
議
論
さ
れ
、
私
も
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
安
曇
野
市
も

初
め
て
、
私
た
ち
も
初
め
て
の
事
業
で
す
。

山
の
中
に
入
っ
て
現
状
を
見
る
中

で
、
大
き
な
松
の
木
が
倒
れ
、
根

が
と
び
出
し
て
い
る
木
も
あ
り
、
災
害
に
つ
な

が
る
心
配
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
林
道
宮
沢
線
で
崩
落
が
あ
り
、
林
道
は
使

用
で
き
ず
、
そ
の
上
の
松
は
伐
採
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
伐
採
木
は

当
初
押
野
山
の
土
取
り
場
に
大
量
に
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
塩
尻
市
に
平

成
27
年
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
発
電
所

が
稼
働
す
る
計
画
で
し
た
が
、
計
画
は
大
幅
に

遅
れ
、
こ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
と
材
木
が
傷
み

一
部
腐
っ
て
し
ま
う
心
配
が
出
て
き
ま
し
た
。

を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
、
松
本

市
に
あ
る
木
材
を
扱
う
企
業
の

担
当
者
で
し
た
。
長
野
市
に
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
へ
搬
送
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
の
対

応
に
安
心
を
し
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
中
に
「
里

山
の
主
体
と
な
る
森
林
に
は
、
安
全
な
暮
ら
し

を
守
る
・
地
球
環
境
を
保
全
す
る
と
い
っ
た
様
々

な
機
能
が
あ
り
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
で
き
ま
し
た
ら

市
議
会
議
員
の
皆
さ

ん
が
更
新
伐
事
業
の

現
状
を
視
察
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
里
山
再

生
に
向
け
て
と
も
に

知
恵
を
し
ぼ
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

編 集 後 記

◆花火のルーツは、中国の狼
のろし

煙らしい。江戸時代に
日本へ伝わったといわれている。まもなく安曇野
花火が行われるが、日本では夏の風物詩となって
いるのは、鎮魂の意味があるのだろう。安曇族に
始まったこの地の先人たちがいるからこそ、今がある
ことに感謝しつつ、鑑賞したいものである。
 委員　小松芳樹

◆ 6月中旬に大阪北部地震が起きました。「今後、
より大きな地震災害が起きる切迫した状態にある。」
これが、多くの専門家の認識です。私たちも今回の
地震を他人ごととせず、「自分・安曇野市にも地震
災害は起こる。」と改めて心し、それぞれのレベル
で訓練・準備をしておきたいものです。
 委員　臼井泰彦

議会広報特別委員会
　委 員 長　林　孝彦　　副委員長　井出勝正
　委 　 員　小林陽子　　臼井泰彦　遠藤武文　松枝　功
　　 　 　　増田望三郎　藤原陽子　小松芳樹　召田義人
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9月議会　定例会のお知らせ

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
無料の託児サービスは、事前予約でご利用いただけます。ご希望の方は
議会事務局（71-2156）へご連絡ください。

開会時間は、本会議10：00～　委員会9：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

平
成
25
年
頃

こ
の
状
況

日 月 土火 水 木 金
9/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23

30

24 25 26 27 28 29

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

委員会
（経済建設）

（振替休日）（秋分の日）

（敬老の日） 委員会
（福祉教育）

委員会
（総務環境）

本会議
議案質疑・
委員会付託

本会議
（閉会）

ま
ず
は

市
の
里
山
再
生
計
画


